
－49－

グローバル時代における国際的な工業技術者の育成を

目指したProject-BasedLearning

小林 貢

AProject-BasedLearningforlnternationalEngineers

MitsuguKoBAYAsHI

(2005年11月30日受理）

TheEnglishdepartmentofAkitaNationalCollegeofTechnologyhasbeenattempting

sufficientpracticestoimprovestudents'Englishabilitiesandtomakethemselvesunderstood

inEnglish. Whatseemstobewanting,however, isaproject-basedlearningforinternational

engineers. Specifically,thepurposeofthispaperistoshowanintegralapproachtoimprove

theEnglishabilities andmake international engineers byusingTOEIC, TheStep

Test,Westernmusictranslationcontest,EnglishessaywritingcontestandDVDmovie

comprehensioninEnglish.

WhathastobenoticedisthatalotofpracticesmakeourEnglishabilitiesbetter・ Thatis

tosay,wecanexpressthisrelationship, ''Themoreweexercise,thebetterwecancommunicate.''

ItseemsreasonabletoconcludethatvariousnessofEnglishpracticegivesstudentsopportunity

toknowotherpeopleoftheworldwithculturaldifferences, andprovidesthemanother

perspectivebasedofEnglish, inotherwords,acosmopolitanoutlook,whichhelpsthemto

becomeinternationalengineerS.

「秋田高専中期目標・中期計画に対する平成16年

度計画」における（前文）○養成すべき人材像の2．

においては「人間社会の国際化に対応するために，

異文化理解や外国人とのコミュニケーション能力を

身につけた，英語をはじめとする外国語に堪能な技

術者｡｣ (p.1)と述べられている。

加えて「国立高等専門学校の教育研究等の質の向

上に関する目標(1) 1教育に関する目標 (1)

教育の成果に関する目標においては①教養教育

ウ） 「世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化

を理解する能力，互いの意思の疎通ができる実践的

な英語能力の修得を目指す｡」 (p.2)と述べられて

いるo

次に, I 国立高等専門学校の教育研究等の質の

向上に関する目標を違成するためにとるべき措置

1教育に関する目標を達成するための措置 （1）教

育の成果に関して達成すべき内容・水準（徳育，創

造性教育を含む）①教養教育○実践的技術者と

して備えるべき人文・社会系，体育ならびに理数系

はじめに1．

本校の「創造工学システムプログラムの学習・教

育目標」のD. 「的確にコミュニケーションできる」

における目標は「産業社会におけるグローバル化に

対応するため，正しい日本語で表現（記述・口述・

討論） し，かつ国際的に通用するプレゼンテーショ

ン能力を持つ技術者の育成」である。また，英語に

関する「具体的な目標」は, (D-2)「英語で意思の

伝達ができる｡」である。これらの目標を達成する

ために英語科として本科4， 5年の授業において創

造教育プロジェクトを行っている状況である。この

件に関しては取り組みが終了し次第，英語科として

公表する予定である。

上述の目標に加えて，本校においては中期的な視

点に基づく中期計画が存在する。中期計画における

英語教育に関連する事項を考察するならば，今後の

英語教育のあるべき方向性は明らかである。以下で

中期計画における英語教育関連部分を抜粋する。
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なったので, Captionを用いた英語学習を行った。

この試みは，以前，本校紀要39号で公表した平成

15年度創造教育プロジェクトである "Brushup

OurEnglishwithCaption"として放課後の希望

学生による自主学習として当初始められた。この当

時は日本語の質疑応答を介して映画の英語理解を試

みていた。そして，本科2年生の学生を対象として

平成16年度文科ゼミナール"BrushupOur

EnglishwithCaption''においては, TOEICのガ

イダンスと共に, Captionを用いた多数の映画の英

語を理解する平成15年度創造教育プロジェクトのア

プローチが， 日本語の質疑応答形式で継続して実践

された。

この授業において英語学習者である学生は

Captionを追うことにより， 日本人には難しい「音

の脱落」「音の連結」を確認することができるとと

もに，速読の練習つまり英文構造への反射練習を行っ

たのである。このことは，平成16年度文科ゼミナー

ル"BrushupOurEngliShwithCaption''を受講

した学生の以下のレポートからもあきらかであろう。

学生A:「気のせいだと思うが英語の授業にもわ

ずかながら影響していると思う。例えば，英語の発

音が少し分かるようになったと思う。あと英文を一

瞬見て主語は，動詞はと，文の全体の意味を直感的

につかめるようになりました。また何か機会があっ

たら，英語で映画を見ようと思う｡」

また，別の学生達はレポートで以下のように述べ

ている。

学生B: 「前の授業でTOEICの練習をした時

も大変難しく改めて以後の難しさを知りました。私

は中学校の時は英語がそれなりに得意でしたが，高

専に来たとたん，英語のレベルが急に上がり， それ

まで得意だった英語がたちまち苦手教科の1つになっ

てしまいました。そのおかげで英語ギライになりつ

つあったのですが，だだノートを取り，やみくもに

勉強するよりも文ゼミの授業のように楽しみながら

英語を勉強したことは，私の英語の見方をかえてく

れたのではないかと思います｡」

学生C:「知らない単語1つでもでてくると， そ

れだけで内容がわからなくなる。そこからくやしさ

が生まれ英語への学習意欲がわいてきた」

これらの平成16年度文科ゼミナールの反省を踏ま

えて， 平成17年度文科ゼミナール"TOEIC

ListeningComprehensionandMovies''が開講

され， 中期目標である「英語のみを使う授業を導

入する」ことを目的に実践された。 この主な目的

は 「映画によるCaptionを用いたEnglish

を含む教養教育や外国語能力の内容・水準（外国語

能力）互いの意思疎通ができる実践的な英語能力及

び独語など第二外国語の基礎知識。 (p.2)とある。

更に， （2）目標に掲げる内容・水準を達成するた

めの教育指理等②教育課程，教育方法，成領評価

等○教養教育，専門教育，専攻科教育ごとに，

(1)に掲げた内容・水準を達成するための効果的な

教育課程の既成方針の設定をはじめ，授業形態学

習指導方法等の改善の具体的方策教養教育（外国

語） ア）平成13年度から長期的展望に基づき行っ

ている「秋田高専英語教育改善プロジェクト」の結

果とJARF]Rへの対応を考盧して，平成17年度まで

に，英語の科目に英語のみを使う授業を導入する。

さらに, TOEICを活用してリスニングなど英語力

の向上を目指す。 (p､4)とある。それから，専攻科

教育イ）少人数教育の利点を生かし対話型授業を

行うことにより，疑問点に関してはその場で解決し，

ディベートする能力の向上を図る｡ (p.5)とある。

また， （3）目標に掲げる内容・水準を達成するため

の実施体制等②教育環境の整備○教材，学習指

導方法等に関する研究開発の具体的方策英語科目

において, IT機器を活用した教材を開発する。

(p.7)と述べられている。

これらの課題に対応するために平成17年度創造教

育支援経費に筆者は応募し，予算を配分していただ

いた。次にそのプロジェクトの内容について述べた

い。

2． 中期計画と創造教育プロジェクト

平成17年度創造教育プロジェクト 「TOEIC,英

検，洋楽翻訳選手権，英文エッセイ,DVDを活用

した統合的英語教育プログラム」においては上術し

た目標である「英語のみを使う授業を導入する」こ

とに対応し，尚かつ「IT機器を活用した教材を開

発する」ために2年生対象の平成17年度文科ゼミナー

ル（開講時期：前期，実施した教室: I｣1｣教室）

"TOEICListeningComprehensionandMovies"

を開講した。以下は学生に対する文科ゼミナールの

内容の説明である。 「DVD映画ソフトと教員の英

語による，英語を用いて行う授業です。外国文化，

留学，映画に興味がある学生には適しています｡」

この授業においては，筆者が指示，説明，質疑応

答などをすべて英語で行った。英語の授業内容にお

いては，最近のDVDのハード機器の発達により，

ソフトに内蔵されているCaption(キャプション

｢英語字幕｣）を画面に表示することができるように
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月11日， 8月29日にシェイクスピアの名作であり，

トレバァー・ナンが監督をしている「十二夜」を，

9月1， 5， 12日にケネス・ブラナー監督，主演の

｢恋の骨折り損」を順番に取り上げた。

Captionによる英語での映画理解の演習を行った

後で，筆者の英語による映画に関する質疑応答を行っ

た。例えば，吻肋"Lα‘かにおいてElizaDoolittle

が[e']の発音の練習のために"TheraininSpain

staysmainlyintheplain''を何度も練習するが，

それが聞き取れているかを英語で質問し，学生に答

えさせた。また，説明が必要と思われる事項は英語

で説明を行った。例えば,WilliamShakespeare

にはどのような悲劇と喜劇の作品があるのか，

tragedyとは, orderからdisorderに向かう

dramaで， そのsymbolはdeathであり, comedy

とはdisorderからorderに向かうdramaで， その

symbolは,marriageであること等の内容を英語

で説明した。

映画を見終わった後には，その映画に関するレポー

ト （英語もしくは日本語）を提出させた。以下は前

向きに英語に取り組んでいる学生達の映画に関する

レポートの内容である。

ListeningSimulationによるTOEICListening

Comprehensionの向上」である。すなわち，実際

の海外留学においては， いろいろなリスクが存在す

るが,DVDを用いた英語圏での生活をベースとす

る映画を用いたシミュレーションにはリスクが存在

しないことに加えて， コストもかからない。そのよ

うな映画による英語環境により, TOEICListening

Comprehensionに対応できる英語能力を養い， そ

れとともに， 「世界の多様な国・地域の歴史・伝統・

文化を理解する能力」を養うことを目的としている。

統合的な英語能力の育成に関連しては，洋楽翻訳選

手権への参加，英検やTOEIC受験，英文エッセイ

作成も関連している。これらの実践について以下で

具体的に述べたい。

2.1. ｢DVDを活用したTOEIC Listening

Comprehension対策プログラム」

本科2年生対象の平成17年度文科ゼミナール

"TOEICListeningComprehensionandMovies''

の受講学生は，学生へのアンケートによる希望によ

り21名であった。このゼミナールにおいては，平成

17年4月11日にTOEICListeningComprehension

の模試を行った。ScoreConversionTablesから推

定される学生の最高得点は240点であった。

(TOEICListeningComprehensionの最高得点は

495点）

そして，平成16年度文科ゼミナール"Brushup

OurEnglishwithCaption"から継続して行って

いるCaptionによる英語での映画理解の演習を行っ

た。題材の選択にも「世界の多様な国・地域の歴史・

伝統・文化を理解する能力」を養い，且つ学生の意

欲を促進するように留意した。

具体的には平成17年4月18, 25日に， イギリスの

パブリック・スクールに想を得て， ホグワーツ魔法

学校を舞台にハリー・ポッターが活躍するJ.K.ロー

リングの「ハリー・ポッターとアズカバンの囚人」

を，同年（以下省略） 5月9， 16日にハーバード・

ロー・スクールを舞台とするコメディ「キューティ ・

ブロンド」を， 5月23, 30日には， コックニーを取

り扱った，バーナード・ショーの「ピグマリオン」

を映像化したオードリー・ベプバーン主演「マイ・

フェア・レディ」を， 6月6日， 27日にブリテンの

伝説の王で，円卓の騎士達を率いるアーサー王を扱っ

た「キング・アーサー」を， 6月20日に劇作家ウイ

リアム・シェイクスピアを主人公とするフィクショ

ンで，英国ルネサンス期の文化を堪能することがで

きる「恋に落ちたシェイクスピア」を， 6月30日, 7

StudentD:Moviethatbecomesthethirdwork

inthis ''HarryPotter." Thetitlie is "Harry

PotterANDTHEPRISONEROFAZKABANI'.

(ellipsis)

Therewassomethingforwhichitsurprisedit

whenthemeaningofthewordwasexamined.

Forexample, ''Rubbish"and"Beg"and"Areyou

deaf?''etc. Itwasinterestingtoexaminesucha

word. IwanttosubstitutethetitleforEnglish

andtoappreciatteothermovies, andlwantto

studyEnglishmore.

StudentE:IsawLEG4LLYBん"庇firsttime・ I

feltthismovieiswonderfulstorybecausemain

character(Elle)passedtheHarvardLawSchool

test. Andshebecamealawyer. IthinkElle

gaveustocourageandhope. Whenthismovie

finished,Ifeltpeoplenevergiveuptodream.

Andlhopetogetourwish. (ellipsis)

Thismoviegaveusmanypossibilitiesand

beautifuldreams.

StudentF:Romanticcomedyset inlate l6th

century:YoungplaywrightWilliamShakespeare

秋田高専研究紀要第41号
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スツル株式会社が主催し，毎日新聞社が後援する，

英語の洋楽作品を日本語へと翻訳する新しいスタイ

ルのコンテストであり， 1970年代～80年代にヒット

した5曲の洋楽作品に対して，単語や文法の理解力

だけではなく，作詞の意図やそこに含まれる感情，

表現力などが総合的に審査されるコンテストである。

平成16年11月14日（日）に，品川インターシティホー

ルにおいて行われた表彰式においては，特別審査委

員である音楽評論家の湯川れい子氏が総評を行い，

筆者も参加した。そして，本校は「平成17年度第二

回全国中学校・高等学校電子辞書洋楽翻訳選手権」

においても「学校応募サンクス賞」に選出された。

平成17年11月20日（日）に，東京都中央区の時事通

信ホールにおいて表彰式が行われた。

この取り組みは電子辞書洋楽翻訳選手権の課題曲

を筆者が授業を担当している低学年の学生達に聴か

せて， それに対する翻訳を学生達が夏休みの宿題と

して行うものである。平成16年度の課題曲には

BLONDIEの@@CallMe''があった。以下はその英

struggleswithhis latestwork!， Romeoand

EthelthePirate!sDaughter". Agreatfanof

Shakespeare'splayisyoung,wealthyViolawho

isabouttobemarriedtothecold-heartedLord

Wessex,butconstantlydreamsofbecomingan

actress・Womenwerenotallowedtoactonstage

atthattime(femaleroleswereplayedbymen,

too.),butdressedupasaboy,Violasuccessfully

auditionsforthepartofRomeo. Soonsheand

Williamarecaughtinaforbiddenromancethat

providesrichinspirationforhisplay.

しかしながら，学生達には英語のみによる会話が

難しかったところもあったようである。以下は別の

学生達のレポートの内容である。

StudentG:Conversationisnotgrammerasl

learnedit. Therewerealotofwordsthatldid

notknow. Thereforetherewasthetimethat

contentsofastorydidnotknow. Thoughl

enjoyed, itwasdifficult.

語の歌詞である。

Colourmeyourcolourbaby

Callonmeyourcall

Colourmeyourcolourdarling

Iknowwhoyouare

rmaboveyourcolourchart

Iknowwhereyou'recomingfrom

学生H:「恋の骨折り損」を見て，すごい構成

だと思ったのは4人の男と4人の女が出会ってよく

好きな人が同じにならなかったのが， さすがシェー

クスピアの話だと思いました。話している英語は4

人それぞれ性格や場面がそれぞれなのでスピードや

話し方，強さが違い，わかりやすい人とわかりにく

い人がいました。ナレーションの人の言葉は感情が

出ていないので特にわからなかったです。

Callme, (callme)

Comealongandcallme

Callmeanyanytime

Callme, (callme)

Myloveyoucancallme

Anydayornight

Callme

このような人による英語のわかりやすさ，わかり

にくさは海外に留学をした時には必ず感じることで

ある。学生達は映画を用いたEnglishListening

Simulationを演習することにより，多量の英語に

接することに対して抵抗感を無くし，年間300時間

の英語学習とTOEIC400点クリアの目標に少しでも

近づける素地を育成したいと考えている。

Covermewithkissesbaby

Covermewithlove

Rollmeindesire'ssheets

I'llnevergetenough

Emotionscomeldon'tknowWhy

Coveruplove'salibi

2.2． 「電子辞書洋楽翻訳選手権を活用したTOEIC

ListeningComprehension及び表現力対策

プログラム」

本校は平成16年度第一回全国高等学校電子辞書

洋楽翻訳選手権において「学校応募サンクス賞」に

選出された。また，当時3年電気工学科の学生Iが

｢フリースタイル部門佳作」を受賞した。

「電子辞書洋楽翻訳選手権」とは， セイコーイン

Callme, (callme)

Comealongandcallme

Callmeanyanytime

Callme, (callme)

平成18年2月
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愛で包んで欲しいの

願望のシーツで巻いてちょうだい

まだ満足しないわ

でもこの激しい感情は何？

愛のアリバイで隠してしまいたいわ

rmaround,whenyou'reready

wecansharethewine

Callme

Oohit'ssuchalonelykindoflove

Oohamoreteamoteamo

Oohfairelamotionavecmoi

Anytime,anyplace,anywhere,anyway

Anytime,anyplace,anywhere,anyday

私を呼んで欲しいの（欲しいの）

私の所へやってきて呼んで欲しいの

いつどんなときでも呼んで欲しいの

私を呼んで！ （呼んで！）

あなたの近くで

準備出来るまで待っていてあげるわ

ワインを一緒に飲みましょ

ねえ，呼んで

Callme, (callme)

Myloveyoucancallme

Callmeanyanytime

Callme, (callme)

Mylovecallme

Callmeforsomeovertime まあ， なんてさびしい恋なの

私があなたを愛してあげるわ

いえ，一緒に愛し合いましよ

いっでも， どこででも， どんなやり方でも

いつでも， どこででも， どんな日でも

Callme, (callme)

Mylovecallme

Callmeinasweetdesire

Callme,callme

Foryourlover'salibi

Callme, (callme)

Mylovecallme

Callmeanyanytime

私を呼んで欲しいの（欲しいの）

もう我慢できないの

いつどんなときでも呼んで欲しいの

私を呼んで！ （呼んで！ ）

もう我慢できないの

時問が掛かってもいいわCallme, (callme)Callme

以下は「フリースタイル部門佳作」を受賞した学

生Iの翻訳である。

私を呼んで欲しいの（欲しいの）

もう我慢できないの

甘い願望に私を呼び込んで欲しいの

ねえお願い，呼んで1

愛のアリバイのために

私を呼んで！ （呼んで！）

もう我慢できないの

いつどんなときでも呼んで欲しいの

私を呼んで欲しいの（欲しいの）

私を呼んで欲しいの

崎

あなた色に私を染めて欲しいのベイベ－

あなたの呼び声が私に届くわ

あなた色に私を染めて欲しいのダーリン

あなたが誰なのか私には分かるわ

だってあなたのことはお見過しだから

あなたがどこから来たのかも分かるのよ

私を呼んで欲しいの(欲しいの）

私の所へやってきて呼んで欲しいの

いつどんなときでも呼んで欲しいの

私を呼んで！ （呼んで！）

私の愛にあなたは誘われるの

いつだっていいわよ

れえ，呼んで

このような洋楽を聴くことは西洋文化特有の高周

波音に慣れることの練習になるので, TOEIC

ListeningComprehensionにおける得点の向上に

関連すると考えられる。そして，英文から日本語に

翻訳する際の表現力も普段の鍛錬なくしては身に付

きにくいものであると考えられる。

それが故に， この取り組みは， 「世界の多様な国・

地域の歴史・伝統・文化を理解する能力，互いの意キスで私を包んで欲しいのベイベー
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小林貢

思の疎通ができる実践的な英語能力の修得を目指す｡」

ためには一つの有効なアプローチであると考えられ

るので，今後も機会を見つけて出来る限り実践して

いきたいと考えている。

provehiswork.

Itisamoviedescribingwarmexchangeofthe

teacherwhodrawssuchaboyanditstalent.

Moreover, thefollowingiswrittentointroduc-

tionofDVDofthismovie. "Themiracleofthe

lifewhichaccidentalencounterinduced"Thisis

thecontentsofamovieinfactitisalsothething

oftheencounterwiththepersonoftheroleofa

boy. TheBoboftheroleofaboywasan

amateur・ Thesupervisorofamoviemetwith

theBobbychance. AndsincetheBobwas, it

saidthatsuchamoviewasabletobecompleted.

Itissaidthathisperformanceisgifted. That

is, thepersoninamovieandthepersonwho

performswereveryalike. Ithinkthatthisis

meetingofthemiracle. Imetthismovieand

learntmany・ Animportantpersonformeis

thatoneappearssuddenlyinordinarydailylife.

Thepersonmightbeafamiliarpersonormight

be apersonof the firstmeeting. Nobody

understandsit・ Otheroneisthattheone"meet-
Ⅶ

ingofthemiracle''exists.

Actually, Imetvariouspeople. Therewas

somemeetingthatwasabletobesaid"meetingof

themiracle"inthat,too. And,Iwasreceivedthe

person'sinfluenceandchangedineverycase.

Forexample, itbecameachancethatitstrums

theguitar・ Otherexample, itbecameachanceto

joinaclub. Hereafter, Iwillkeepmeetingthe

manypeople・ And,Iamtokeepchangingin

everycase. Ithasagoodchangeandhasabad

change. However, Ikeepgrowinguplikethe

boyofthemoviemeetingthewriterandhaving

donebiggrowth,tooandlwanttobelieve. And,

Iwanttovaluemeeting.

2.3． 「朝日ニッケ英文エッセーコンテストを活用

したEnglishWriting対策プログラム」

本校は高校生オーストラリア研修「第16回朝日ニッ

ケ英文エッセーコンテスト」 （平成14年度）におい

ては2名の学生が， 「第17回朝日ニッケ英文エッセー

コンテスト」 （平成15年度）においては3名の学生

が， 「第18回朝日ニッケ英文エッセーコンテスト」

(平成16年度）には2名の学生が， チャレンジ賞に

選出されている。

この取り組みは朝日ニッケ英文エッセーコンテス

トのテーマを筆者が授業を担当している低学年の学

生達に提示して， それに対する英文を学生達が冬休

みの宿題として行うものである。平成16年度のテー

マの一つである 4@AnUnforgettablePerson"につ

いて書いた学生Jの英文を紹介する。

Imetwiththemovieof thename called

"FlNDING FORESTER" four years ago.

Althoughitwasdifficultformetounderstandit

then, itwasimpressedverymuch. Iintroduce

sometalesofamovie.

Therewasaoneboy. Andhehadaliterary

talent. Acertaindayandhemeetthefamous

writerofaphantom.Hecontinuedhavinga

writerevaluateabouthistext.

Severaldaysafter,thewritersaidthathemust

notcometowriterisplaceafter. Hestillwentto

awriterisplace. However,thewriterrefusesto

comeintocontactwithhim,becausetheheart

wasshut.

Acertaindayandthewritergaveup. Andhe

wasallowedtogointohisroom. Thewriter

presentedthetypewritertohim. Thewritersaid

thathewroteatextbyit. Althoughitwasnot

abletowritewellatfirst,whilechallenging

repeatedly, itbecamenicebyleapsandbounds.

Moreover, while visitingawriter's place

repeatedly,awriterwsheartwasopenedandthey

becamethebestfriend.Anddaysandmonths

passedandhisgrowthbecame the causeof

receivingthedistrustoftheprofessorofaschool.

But,theboytriestowriteatreatiseagainandto

“綴

－

このように「朝日ニッケ英文エッセーコンテスト」

に学生達が参加し，英文を表現することは大変意味

深いものがあり，筆者は担当している低学年の学生

達に毎年冬休みの宿題として取り組まさせてきた。

しかしながら， 「朝日ニッケ英文エッセーコンテス

ト」は，第18回をもって終了することとなったので，

今後は別の形でEnglishWritingの養成の機会を

学生達に提供していきたいと考えている。

平成18年2月
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グローバル時代における国際的な工業技術者の育成を目指したProject-BasedLearning

2.4. 「専攻科におけるTOEIC及び

Communication対策プログラム」

専攻科教育においては上述したように， 「少人数

教育の利点を生かし対話型授業を行うことにより，

疑問点に関してはその場で解決し，ディベートする

能力の向上を図る｡」とある。筆者は専攻科におい

て専攻科1年生を対象に英語Ⅱを平成17年度も後期

に開講している。この授業の到達目標は「速読によ

るReading演習やCDによるListening演習によ

り，英文法の理解や英語の語彙の修得のみならず，

迅速な英文理解及び情報収集ができるようになるこ

と」である。その目標のためにこの授業ではR叩〃

他α伽"gwi"@7りEIC距刷ﾘﾉbca伽"〃(SEIBIDO)を

使用している。

この授業（專攻科1年英語Ⅱ）は平成17年11月

17日（木）の10:40～12:10の実施時間で平成17年度

公開授業の対象となった。ある先生には，平成17年

度公開授業記録表の「所見」欄に「予習を行う習慣

を学生が持っているようで，望ましいことだと思い

ました。ノートを書くことで授業が終わってしまう

しまうような学生がいなかったので，専攻科の学生

は勉強に対する意識が違うと思いました｡」とご記

入いただいた。

そして， この授業においてはTOEIC演習と共に

反射能力を育成するためにDebateにおけるCross-

examinationを参考にして，学生に対してQ&A

を行っている。公開授業において筆者と学生による

質疑応答を見られていらっしゃった別の先生には，

平成17年度公開授業記録表の「参考となった事柄」

の欄に「授業の目的を明確に話し，全員の参加を促

し，学生のややあいまいな応答にはすぐに訂正する

のではなく，学生に再度考え直させるやり方が素晴

らしく参考となった」とご記入いただいた。

今後もグローバル時代における国際的な工業技術

者の育成を目指して，英語コミュニケーション能力

の育成を推進していくために，専攻科1年の英語I

もしくは英語Ⅱにおいて，英語のみを使った授業の

導入について検討の余地があると考えられる。

他分野の技術者からなるチームの中で協働して活躍

できる」技術者を育成するためには， 「グロー

バル時代の世界の価値と共生できる能力」である

Communication能力を身につけることが必要なの

である。そのためには，可能な限り演習することに

より， 量的には年間300時間の学習，質的には

TOEIC400点以上を目指す事が必要である。また，

TOEICで指標されているListening及びReading

だけではなく， dissertationやbusinessletterに

代表されるWriting､presentationに代表される

Speakingも国際的な工業技術者の育成には必要

とされていると考えられる。今後もバランスの取

れた英語四技能(Listening,Reading,Writing,

Speaking) を育成するためのProject-Based

Learningを推進していくことが求められていると

考えられる。
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3・ まとめ

英語教育においては， グローバル時代の世界の

国際化に対応できる「国際的な工業技術者の育

成」が必要とされている。このような「多国籍や
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